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2022年11月26日(土) 13:00～14:00

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

演題発表に関連し、開示すべき COI 関係にある企業などはありません。 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

献 辞

22022/11/26

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

日本における死体硬膜移植によるCJD疾患
発生頻度の予測（Hamada et al，2003)

32022/11/26

ヘルスデータサイエンス:
所与のデータから新しい知識を得る。

→ ヘルスデータサイエンスの実践例

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会 42022/11/26

CJDと日本における死体硬膜移植：
Incubation Timeの新たな解析（Matsui et al，2005)

https://doi.org/10.1159/000081045

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会 52022/11/26

疾患の病型分類→個人の発症予測

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

ヘルスデータサイエンス事始め

6

Nature Medicine,
Vol. 1, pp. 12-13, Jan. 1995

Nature,
vol. 342, pp. 850-851, Dec. 1989

2022/11/26
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ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

医薬品開発から施薬までの構造的欠陥

72022/11/26

Nature,
vol. 342, pp. 850-851, Dec. 1989何故このようなことになるのか？

現象（Facts）を正しく把握（As it is）！立ち止まって、疑ってみよ！
ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

Email ｆrom Dr. Swinbanks ①

8

One thing that struck me, but, which wasn’t a focus of our 
supplement, was the very weak level of research on infectious 
disease in Japan and in particular on  covid compared with other 
developed nations. Please see attached powerpoint.

Japan typically ranks 4th or 5th in the world in scientific/medical 
research no matter what database you look at. But in infectious 
disease Japan ranks below ten at 12th (see slide 2 of attached). 
And whereas all developed countries of the world have shown a 
dramatic rise in research output on covid, for Japan it is barely a 
blimp…

2022/11/26

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

Email ｆrom Dr. Swinbanks ②

92022/11/26 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

コロナの研究論文数：日本14位 存在感薄く

102022/11/26

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

Email to Dr. Swinbanks ③

112022/11/26 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

科学という(名の) 信仰

12

知ること⋯→ 信じること → 意思決定 → 行動

知覚・理解・解釈・認識-体系

最近の３つの誤謬例
・科学の未熟ないし誤解釈
・科学の無謀な拡張
・科学の誤った適用

いったい何を知っているか？ いったい何を知り得るか？

→ 認識レベルの自覚

2022/11/26
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ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

科学という（名の）信仰 – １

13

遺伝子を解明すれば全て明らかになる、ないし

すべての生命現象は遺伝子によって解明説明できる。

→ 遺伝子と言う概念の曖昧さ、ゲノムの構成*
mitochondrial DNA, epigenome, gene transfer, microRNA, metagenome

→ 遺伝子発現と調節、線形、非線形、複雑系、カオス、秩序、
層転移

→ 生命における階層構造

2022/11/26 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

ゲノムの構成→ ゲノム進化

14

LINE : Long Interspersed Nucleotide Element
SINE : Short Interspersed Nucleotide Element

2022/11/26

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

Group blindness evaluation 群盲撫象

15

Image cited form Wikipedia
https://en.wikipedia.org/wiki/Blind_men_and_an_elephant

・・・ far from as it is!

1部のデータから議論することの危うさ

2022/11/26 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

科学という（名の）信仰 – ２

16

iPS細胞の研究開発によって再生医療を実現できる。

2022/11/26

→ 細胞に遺伝子(遺伝情報) を導入すると言う事の
生物学的意味？

→ 再生-自己保存能の生物原理

→とっくに再生医療は次々と承認され，保険
医療となっている！

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会 17
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Ref: Nature Outlook: Regenerative Medicine, December 7, 2016 
Figure 2. Mechanisms regulating maintenance of normal functioning of multicellular symbiotic systems.

EV

Senescence

再生ー自己保存能の生物原理図
Multicellular symbiotic system for maintaining homeostasis that inherits self-preserving ability

2022/11/26 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

●神経再生：ステミラック

●鼓膜再生：リティンパ

●角膜再生：サクラシー

●膀胱括約筋再生：

18

再生医療は社会実装段階

添文・審査報告書

要諦

添文・審査報告書 論文

添文・審査報告書

審査報告書

ロボットスーツHAL
添文

審査報告書
論文

添文

論文

論文

論文抄録

適正使用

2022/11/26
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ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

今明らかにされた組織の再生原理

192022/11/26 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

組織再生修復における細胞プロセス

202022/11/26

Courtesy of Prof. Dezawa

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

科学という（名の）信仰 – ３

21

新型コロナウイルスパンデミックはワクチンによって
解決できる。

2022/11/26

→ 生命は変異して外界に適応する

→ 自然免疫と適応免疫 →自己保存能

自然免疫が突破されたときに適応免疫で対抗

→ 生体システムは共生系である

→ Messenger RNA Nano-particleは生体内でいったいどうなる
のか？

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

３つの誤謬に共通する認識問題

22

知ること⋯→ 信じること：

望ましい結果を予測 → 意思決定 → 行動

Explore/Interpret the world 
as they would like it to be.

2022/11/26

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

予測理論の父

23

Norbert Wiener 
Cybernetics 2nd Edition,1961
p.211-214

３つの寓話
１．魔法使いの弟子
２．猿の手
３．漁夫と悪魔

Norbert Wiener 
科学と神
God and Golem, Inc. 1964

2022/11/26 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

２．猿の手

24

The Monkey's Paw, 1902
One wish, A thousand regrets
by W. W. Jacobs

2022/11/26
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ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

意思決定の先に潜む闇

252022/11/26

因縁果報の理

医薬品による介入と体質
・Pharmacokinetics and pharmacodynamics
・薬の効果(主作用) と副作用

因果推論 ←→ 予測 → 検証

因子、条件、<それらの関係> と結果との関係を
明らかにする

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

全国の新規要請者数等及びワクチン接種率

262022/11/26

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

厚労省に報告のあったワクチン接種後死亡一覧①

272022/11/26

接種ワクチン 死亡報告者数

ファイザー株式会社
コミナティ筋注 1,667

ファイザー株式会社
コミナティ筋注5～11歳用 2

モデルナジャパン株式会社
スパイクバックッス筋注 184

アストラゼネカ株式会社
バキスゼブリア筋注 1

武田薬品工業株式会社
ヌバキソビット筋注 1

合計 1,855

医療機関又は製造販売業者から
死亡として報告された事例数

まとめ（2022/10/7）

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

厚労省に報告のあったワクチン接種後死亡一覧②

282022/11/26

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

COVID-19ワクチン接種後の死亡

292022/11/26 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

ワクチン接種後死亡と薬剤疫学的評価の概要
Then & Now：ワクチン接種後経過日数

30

厚生労働省：「新型コロナワクチン接種後の死亡として報告
された事例の概要」

2021年8月4日～2022年3月18日の各時点報告の集計

厚生労働省：「新型コロナワクチン接種後の死亡として報告
された事例の概要」

2021年5月26日～2021年7月21日の各時点報告の集計

2022/11/26
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ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

ワクチン接種部位の反応経日変化（参考）

312022/11/26

出典：新型コロナワクチンの投与開始初期の重点的調査（コホート調査）；1回目接種後健康観察日誌集計の中間報告. 予防接
種 ・ ワ ク チ ン 分 科 会 副 反 応 検 討 部 会 ＆ 医 薬 品 等 安 全 対 策 部 会 安 全 対 策 調 査 会 , 厚 生 労 働 省 2021/3/12
[Cited August 24, 2021]. Available from: https://www.mhlw.go.jp/content/10906000/000752514.pdf

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

ワクチン接種後死亡と薬剤疫学的評価の概要
Then & Now：報告された死因の割合

32

厚生労働省：「新型コロナワクチン接種後の死亡として報告
された事例の概要」

2021年8月4日～2022年3月18日の各時点報告の集計

厚生労働省：「新型コロナワクチン接種後の死亡として報告された事例の概要」
2021年5月26日～2021年7月21日の各時点報告の集計：単一死因のみ

厚生労働省：「新型コロナワクチン接種後の死亡として報告された事例の概要」
2021年5月26日～ 2022年3月18日の集計（ファイザーのみ，複数死因）

2022/11/26

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

心血管系の臨床的救急
COVID-19ワクチンのcellular basis：夢から現実へ？

332022/11/26

https://doi.org/10.1016/j.ijid.2022.08.026

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

新型コロナウィルスワクチン接種後の心筋融解(横紋筋融解症) による
急性心不全で死亡した症例：ワクチン接種後死亡事例厚労省リスト1355番

342022/11/26

亡◯◯氏、28歳は何ら基礎疾患もなく健康な状態で会社に
勤務し、2021年10月21日に◯◯診療所でコミナティ筋注1回
目接種を受けた。

同年11月11日 に同診療所で2回目のコミナティ筋注接種を
受けた後、5日目の11月16日に心筋融解(横紋筋融解症) に
よる急性心不全で死亡した。

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

背景と経過

35

特筆すべき既往症、アレルギー、常用薬なし、
ワクチン接種時に感染症なし、激しい筋肉運動なし、熱中症なし、
有害物質ヘの暴露なし、外傷なし。

2022/11/26

2021年11月
11日(木) 夕、新型コロナウイルスワクチンコミナティ筋注接種。
12日(金) 代休日、38℃台発熱、市販薬(第2類医薬品) バファリンプレミアムDX 20

錠(ライオン株式会社) 夕食後に2錠服用。食欲不振、少なめの摂食。
13日(土) バファリンプレミアムDX 2錠を朝食後に飲んで出勤。
14日(日) 出勤、夕食後に同上剤2錠を服用。
15日(月) 午前に発熱、寒け、倦怠感あり、食欲不振変わらず。同上剤を昼・夕食

後に2錠ずつ2回服用。夜は9時過ぎに就寝、この時37.5℃。
16日(火) 昼食を食べるか聞きに寝室に行って、「就寝時の体勢のまま体が硬直

して冷たくなって」死亡していることに気づいた。

「119番通報をし救急隊到着後、死亡確認」検死。
翌17日 ◯◯大学法医学教授による調査法解剖実施

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

調査法解剖結果報告書（国立●●大学法医学教授）

362022/11/26

死因：心筋融解 (横紋筋融解症) による急性心不全。

横紋筋融解症については、薬物の副反応の可能性が考慮され、

経過からは、コロナウイルスワクチンや解熱鎮痛薬の影響が考慮

され得る(コロナウイルスワクチン接種関連死・推定)。

解剖所見: 亜急性死の所見。心臓の左右心腔高度拡張。

肺の高度うっ血・高度水腫。リンパ組織の腫大。諸臓器のうっ血。
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ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

横紋筋融解症論文リスト

372022/11/26 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

被害救済制度適用認定のための意見書

382022/11/26

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

N Engl J Med 2021; 385:2421-2430 DOI: 10.1056/NEJMoa2115926

新型コロナウイルスワクチン接種状況別感染/重症化/死亡例数（イスラエル）

392022/11/26

合計 83,481 1,171 298 6,160               175 35 8,880 136               46

1.034%
1.883%
1.403%

0.235%
0.516%
0.357%

2.270%
3.381%
2.841%

0.401%
0.727%
0.568%

1.194%
1.844%
1.532%

0.351%
0.673%
0.518%

0.045%

0.075%

0.290%

1.161%

3.311%

8.927%

22.453%

0.000%

0.005%

0.012%

0.068%

0.625%

2.203%

8.680%

0.000%

0.119%

0.259%

0.495%

2.530%

5.027%

13.476%

0.000%

0.000%

0.000%

0.099%

0.395%

0.984%

3.063%

0.000%

0.000%

0.167%

0.263%

1.570%

6.146%

15.025%

0.000%

0.000%

0.000%

0.000%

0.314%

2.305%

5.911%

青字％：nonboosterよりも低い
緑字％：nonboosterと同じかそれよりも高い

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会 402022/11/26

第50回新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード（令和3年9月1日）
資料２－６ 年齢区分別の新型コロナウイルス感染陽性者数と死亡者数（2021年７月）

新型コロナウイルス感染者のワクチン接種回数と致死率

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

ワクチン接種者における感染率上昇

412022/11/26

第98回（令和４年９月７日）新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード事務局提出資料
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000987057.pdf

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

ブレークスルー感染割合

422022/11/26
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ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

情報公開請求、公開質問書

432022/11/26

【質問】

• ワクチン未接種及びワクチン接種した高齢
者:65歳から79歳の年齢層における感染者
の重症化率および死亡率

• ワクチン接種した高齢者は、ワクチン未接
種者に比べて重症化率と死亡率は本当に
に低いのかどうか

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

新型コロナmRNAワクチン接種による自然免疫抑制

442022/11/26

https://doi.org/10.1016/j.fct.2022.113008

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

因果推論への教訓

452022/11/26

因子、条件、それらの関係、そして結果

病原説 Germ Theory  vs.  宿主説 Terrane Theory
⋯ パストゥールとベシャンの論争

“疫病に罹る者は罹り、罹らぬ者は罹らない” → Facts : As it is,
→ 崖崩れと家屋倒壊の喩え

“因子、条件、それらの関係” の外に結果の因を求める

→ 祟り：迷信あるいは神、ならば、力・エネルギーは？

→認識問題

→ 生命力とは、免疫力、抵抗力 体質論：気血津液/ 陰陽論

→中医学の体系
ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

命題：罹った人をいくら解析しても
どのようにしたら罹らなくなるのかは分からない

46

罹らない人の解析

•https://doi.org/10.1371/journal.pone.0249979

2022/11/26

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

命題：新型コロナウイルス感染症に罹って亡くなる人は亡くなる

472022/11/26

https://doi.org/10.1038/s41586-020-03065-y

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会 48

❗Following attached figures shows the facts that there is negative relation between the mortality rate versus infectious 
disease experts number per million population, And also there is positive relationship between mortality rate and nature 
index score

都道府県別の死亡率プロット：Email to Dr. Swinbanks

2022/11/26
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ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

臨床からの提言＆新型コロナウイルス感染症診療ガイドライン

49

https://www.mhlw.go.jp/content/000936655.pdf

遵守率如何？

2022/11/26 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

まとめ － 国として何をなすべきか？

50

• 厚労省に報告のあったワクチン接種後死亡者の
全例調査

• ワクチン接種後の死亡例全国調査

• ワクチン接種後の副反応によると考えられる健康被害
全国全例調査

• 予防接種法に基づく速やかな被害者救済認定、補償

• 科学的根拠の希薄な反復ワクチン接種奨励は
直ちに中止

→ 臨床研究体制の立て直し

2022/11/26

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

臨床科学の座標軸

51

リスク因子,予後因子解析

疾患実体の解明

実態調査

疾患登録

アウトカム調査 

臨床試験

病因

病理発生

病態

病理

分子標的
バイオマーカー

病理 病態 分子病理・
病態

分子画像・臨床検査

症候

プロスペクティブ
レトロスペクティブ

診断法の
研究と開発

治療法・予防法・健康法の研究と開発

フェーズⅠ, Ⅱ, Ⅲ, Ⅳ 予後向上

High resolution live imaging

Dynamic cellular process
Cross-talk networks

2022/11/26 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

臨床科学（ヘルスデータサイエンス）の方法論

522022/11/26

集団から得られた予後因子から

  → 個々人の予後を予測する

  → 予後の改善につながる介入方法を開発する

         → baseline data
→ intervention

         → end point

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

ノーバート・ウィーナー “サイバネティクス”

53

疾患の動的モデルと因果モデル

2022/11/26

”雑音の混じった信号（情報）の系列の中から，
信号の現在の真の値の推定と未来の値の予測を
統計的に行うこと”

”信号の中の真の情報の未来を予測するためには
信号の単なる統計による予測だけではダメで
信号発生源の内部の物理的な構造と法則を知らねばならない”

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会 542022/11/26

命題： 予後因子解析を繰り返していけば
個々人の予後(未来) を精確に予測できるようになる。

予測科学としての臨床科学: 
意思決定の先に潜む闇に光を!

因果推論 ← 現在 → 予測 → 検証

因子、条件、<それらの関係> と結果との関係を明らかにする

予後因子、リスク因子、予測因子

surrogate endpoint → hard endpoint

surrogacy
mechanistic implication
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ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会 552022/11/26

Pre-request for Precision Medicine

疾患コントロールの精度向上：

ある治療法を適用したときの

・予後因子

・リスク因子 を明らかにする

・予測因子

Omics活用の前提

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

エルゴード性の問題

56

命題： 集団で得られたデータから
個人の未来を予測することができる。

2022/11/26

→ 寿命の予測式(方程式) は可能か？

→ 寿命は時間の関数

→ 変化の速度、加速度、力？

→ 確率測度

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

個々人について判別可能か？

57

s
u

rv
iv

al
 (

%
)

5 to 10 year

治癒の定義

時間軸に並行になる

⋯

⋯

治癒の定義が可能⋯プラトーになる
→ スロープの方か、プラトーの方か

治癒の定義ができない⋯プラトーにならない
→ 初めの方か、後の方か

私はどっち

2022/11/26 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会 58

Maxwell’s Demon

Laplace’s Demon

Deterministic:
Mechanistic

Stochastic

Demon illustration cited from
https://www.atlasobscura.com/articles/demons-
illustrations-dictionnaire-infernal

Understanding the world/life: prediction of phenomena

2022/11/26

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

PIEPOC: 進行上皮性卵巣癌の予後指標－JMTO OC01-01

59

PIEPOC: 進行上皮性卵巣癌の予後指標－JMTO OC01-01

手良向聡、落合和徳、多田春江、福島雅典

Journal of Clinical Oncology 2007;25:3302-3306

2022/11/26 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

卵巣癌予後指標：PIEPOC

60

PI (Prognostic Index) 
=   1 (if 年齢70歳以上) 

+ 1 (if PS 1または2)
  + 2 (if PS 3または4)
  + 1 (if 粘液性あるいは明細胞)
  + 2 (if 残存腫瘍径0.1cm以上)

PIEPOC （３ リスク群）：
low-risk PI: 0-2
intermediate-risk PI: 3
high-risk PI: 4-6

ageとは？
PSとは？

2022/11/26
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リスク群別生存曲線（検証用サンプル、n=230）

61

c index: 0.67

Risk group HR (95%CI)

Low 1.0

Intermediate 2.3 (1.4-3.7)

High 4.9 (3.0-8.0)

2022/11/26 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

外部検証１（英国・コホート）

62

Clark TG, et al. JCO 2007;25:5669-5670

Risk group     5-year survival

Low 29%

Intermediate 11%

High 6%

c index: 0.63

2022/11/26

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

進行非小細胞肺癌における独立予後因子としての
ベースライン好中球数

63

進行非小細胞肺癌における独立予後因子としてのベースライン好中球数

手良向聡、北野俊行、岸田祐介、河原正明、久保田馨、小牟田清、湊浩一、
三尾直士、藤田結花、米井敏郎、中野喜久雄、坪井正博、柴田和彦、古瀬清行、福島雅典

European Journal of Cancer 2009;45:1950-1958

2022/11/26 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

好中球数と生存期間との関連

64

< 3278 /mm3

< 4304 /mm3

< 5873 /mm3

> 5873 /mm3

64

低値

高値

好中球数

2022/11/26

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

L/N比は進行胃癌における予後と関連①

652022/11/26

https://doi.org/10.1159/000127412

因子間の
関係を

変数とする

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

L/N比は進行胃癌における予後と関連②

662022/11/26

https://doi.org/10.1159/000127412
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L/N比は進行胃癌における予後と関連③

672022/11/26

https://doi.org/10.1159/000127412

２４

の組合せ

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

Multicellular symbiotic system for maintaining homeostasis that inherits self-
preserving ability

68

NATURE REVIEWS | CANCER doi:10.1038/nrc.2016.52
2022/11/26

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

血清中IL8の上昇は腫瘍内好中球の増加および
免疫チェックポイント阻害薬の臨床便益の減少と関連

69

血清中IL8の上昇は腫瘍内好中球の増加および
免疫チェックポイント阻害薬の臨床便益の減少と関連

Kurt A. Schalper, Michael Carleton, Ming Zhou, Tian Chen, Ye Feng, Shu-Pang Huang, Alice M. Walsh, 
Vipul Baxi, Dimple Pandya, Timothy Baradet, Darren Locke, Qiuyan Wu, Timothy P. Reilly, Penny 

Phillips, Venkata Nagineni, Nicole Gianino, Jianlei Gu, Hongyu Zhao, Jose Luis Perez-Gracia, Miguel 
F. Sanmamed and Ignacio Meler

NATuRE MEDICINE | VOL 26 | MAY 2020 | 688–692 | 
https://doi.org/10.1038/s41591-020-0856-x

2022/11/26 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会 70

NATuRE MEDICINE | VOL 26 | MAY 2020 | 688–692 | https://doi.org/10.1038/s41591-020-0856-x

2022/11/26

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

がん、進化する共生系
Dynamics of Cancer Biology : Evolutional cellular process in Cancer

Environment

Host

Tumor Host

Tumor

time

Multi-dimensional

Acquired Immune
Innate Immune

Gene instability

Gene instability  - Heterogeneity  - Evolution

Acquired Immune
Innate Immune

71

microbiomes

2022/11/26 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

Kusakabe_et_al-2019-
British_Journal_of_Haematology

722022/11/26
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Chinese Herbal Medicine Therapy for AML

Fleischer T, Chang TT, Chiang JH, Sun MF, Yen HR. Improved Survival 
With Integration of Chinese Herbal Medicine Therapy in Patients With 
Acute Myeloid Leukemia: A Nationwide Population-Based Cohort 
Study. Integr Cancer Ther. 2016 Aug 16. (IF=1.706)

732022/11/26 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

データサイエンスの枢軸、予後因子解析アプローチの限界

74

• 予後に関連するであろう因子等に関する
収集できる情報が限られている。

• 収集されていないデータについては解析はできない。

• どのようなデータを収集するべきかについて
決まったガイドはない。

• ほぼ疾病のメカニズムに基づく
帰納的(思いつき) 洞察に基づいている。

2022/11/26

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

データサイエンスとは：その目的ないしゴール

752022/11/26

● 意思決定の最適化
→因果推論と予測
→知ることと信じること、覚悟

● 予測、その精度向上
→治療効果の予測
→予後の予測
→健康管理の最適化 ex.フレイル・ロコモ予防

● 現象の正しい(As it is ) 記述
→Facts の記述、As it is.
→観察・計測
→疾患分類：疾患実体の確立
→疾患の動的モデル
→因果モデル

● 仮説生成と仮説検証

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

データサイエンスとは：所与のデータから新しい知識を得る

762022/11/26

→ ないデータは解析に用いることはできない。

→ どのようなデータを入手できるかに依存

→ 科学としての限界、部分と全体問題

→ そもそも科学は計測(観測) 技術の進歩に依存!

→ 現象の正確な把握・記述、As it is !

→ 科学は全て数学に帰着する

切に乞ふ
ヘルスデータサイエンス学会の学兄の果敢なる取り組みを! !

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

ないデータが何かを知る
それを知る手がかりを得る原理と方法について

77

• 認識レベルの確認

• 科学のパラダイム、公理系

• 統合的健康原理

• 生命原理

2022/11/26

群盲撫象からの脱却

全体論的洞察
タコつぼからの
脱出

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

科学のパラダイム、公理系
Science: level of recognition

78

phenomenalism

substantialism

essentialism

Unsolved
Questions

Axiomatic 
System

1. origin, evolution 

2. life duration

3. consciousness

・integrity

・homeostasis

・self-organization

・scaffold field

・symbiosis

・rhythm resonance,  

synchronization 

・symmetry
2016.5.9 M. Fukushima

Epistemology
Theory of knowledge

2022/11/26



2022/11/26

14

ヘルスデータサイエンス学会第一回学術集
会 D7

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

健康原理：フレイル予防、健康寿命延伸に効く薬は無い！

79

心身一如：
食・動・眠・心の在り方（心態）
三位一体：
認知機能と運動機能と
それを支える栄養

心
身
活
動・
血
流

2022/11/26 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

Take Home Message

80

Scientists explore the world as it is 
not as they would like it to be.

ご清聴ありがとうございました

2022/11/26

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

診断学・治療学の発展段階 - 1

81

科学
（認識レベル）

診断 治療 評価

現象論 症状・徴候
症候

コントロール
代理

エンドポイント

実体論
病理・病態

病理発生

本質論 病因
イベント

コントロール
真の

エンドポイント

疾患制御のレベル

2022/11/26 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

診断学・治療学の発展段階 - 2

82

科学
（認識レベル）

アプローチ

現象論 確率論的 分析的 機械論的

実体論

本質論 決定論的 統合的 全体論的

疾患制御のレベル

?

2022/11/26

ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

疾患の動的モデルと因果モデル
Equality, internal consistency, External validity

83

Ideal World
Real World

Clinical Trial
Internal
Consistency Extrapolation,

External Validity
Surrogacy

Similarity(not equality) of the model
・Ten people, ten colours
・Comorbidities
・Lifestyle, environment

☆有効性・安全性の評価は、承認段階では常に限定的であり、
事後的に実地臨床において検証されねばならない。

Indication range

Model Capability

Animal Disease 
model

Key for Success in Translational Research & Critical Path Research

出典：「トランスレーショナルリサーチの要諦」
臨床評価Vol.44, No.3 2016

2022/11/26 ヘルスデータサイエンス学会 第一回学術集会

Paradigm for Life Science Innovation

84

in vitro

in vivo

Model 
CapabilityScience

Surrogacy

True End point

Clinical Trial

Mechanistic equality
in pathogenic process

Clinical POC

Clinical positioning

 Basic Science

Clinical
 Clinical Science

 Regulatory Science

External Validity

Molecular/
Cellular Target

Critical Path Research Translational Research

Pre-clinical POC

Surrogate End point

First-in-Human Trial

→ Companion Drug

Biomarker

出典：「トランスレーショナルリサーチの要諦」
臨床評価Vol.44, No.3 2016 より一部改変
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